
（別紙３）

～ 2024年12月31日

（対象者数） 5 （回答者数） 3

～ 2024年12月28日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・地域への交流や社会見学等、より多くの経験ができるよう様々な

場所へ行っての活動を計画していければと考えています。

2

・より充実した意見交換ができるよう、テーマを決めた事例検討等

の機会も増やしてまいります。

3

・様々なプログラムを増やしていき、家族からも情報を聴取しなが

ら本人のしたい活動に取り組める環境を引き続き提供してまいりま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・開催日の調整や保護者の希望を聞いて多数の参加を促してまいり

ます。今後は内容も含め、広く周知できるよう努めます。

・個別の相談等についてもより保護者の方が依頼しやすいよう声掛

けを行ってまいります。

2

・公園の利用を継続するとともに、少し離れた場所の公園、公共施

設や児童センター等を利用することで関わる人の数を増やし、社会

性をより一層高めていけるようにできればと考えています。

3

・ひとつひとつの事象をこれまで通り振り返り、今後の対応に生か

してまいります。今後蓄積した経験をもとにマニュアル等をより実

用性のあるものへとしていければと思います。

・少ない利用者での対応が可能 ・放課後等デイサービス利用者と合算で定員となるため、利用時間

帯によってスタッフが密にかかわることができています。

・毎日の情報共有やプログラムについてのミーティングをして

いる

・スタッフ全員で情報の共有をできています

・その日に行う活動も意見を出しながら、利用者の状況に合わせて

検討できています。

・公園での活動と室内での活動とバランスが取れている ・公園を利用することで体を動かす時間も十分に確保できていま

す。室内では机上課題や手先を使った活動（アクアビーズ・塗り

絵・運筆・パズル等）も充実しています。

・実例に合わせた対応の面で不安がある（マニュアルの充実

等）

・マニュアルは施設内であれば閲覧できますのでご希望がございま

したらおっしゃってください。

・開所後間もない状況で、事業所としての実績はこれから蓄積して

いく所です。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保護者会や交流する機会、ペアレントトレーニングの充実 ・保護者会を開催していますが、参加できない保護者の方もいらっ

しゃっいました。（ふれあい交流会という名称で保護者同士の交流

を持つ場として開催していますが、「保護者会」という名称ではな

いため十分に周知できていなかったのではないかと考えていま

す。）

・利用時の様子の見学や相談会等個別に対応できる体制はあります

が、実施に至っていないご家庭もあり、機会を増やしたいと考えて

おります。

・児童発達支援だけの人数では集団の活動が限られる ・児童発達支援＋放課後等デイサービスを合わせて定員10名の状況

のため、定員の約半数程度の利用になる状況です。

2024年12月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年2月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスCOLORS

○保護者評価実施期間
2024年12月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


